
個 別 施 設 計 画 【 概 要 版 】 

類型：庁舎系施設  

１ 対象施設 

本計画をより実効的な計画とするため、対象施設は延床面積２００㎡以上の建物を有

する施設とする。 

① 本 庁 舎： ２施設  ９建物 

② 総 合 庁 舎：１１施設 ４２建物 

③ 試 験 ・ 研 究 施 設：１１施設 ６０建物 

④ そ の 他：５０施設 ６０建物       ※令和 5年３月末時点 

 

２ 計画期間 

１０箇年（令和２年度～令和１１年度） 

 

３ 対策の優先順位の考え方 

以下のとおり「点検→施設カルテ（データベース）→優先順位づけ・修繕等の対策」

のメンテナンスサイクルを確立することにより施設の長寿命化を図る。 

【点検】 

日常的な点検の他に、法令に基づく「法定点検」と施設所管課が自ら行う「自主点検」

を実施することで、施設の劣化や異常等を早期に発見する可能性を高める。 

【施設カルテ（データベース）】 

点検結果及び修繕履歴等を個別施設ごとにデータの蓄積を行うことで、次回点検や計

画的修繕等に活用するデータベースとして一元的に整備する。 

【優先順位づけ・修繕等の対策】 

劣化度とその影響度から対策の必要性を総合的に判断して優先順位付けをして予防保

全型の修繕・改修等を実施する。 

 

４ 個別施設の状態等 

別表のとおり 

 

５ 対策内容と実施時期 

長寿命化を図るため施設カルテに基づき、予防保全型の修繕・改修等を実施する。 

また、建替をはじめとした大規模改修にあたっては、機能集約や施設規模の縮小、省

エネルギー対策等による環境性能の向上、民間資本活用（ＰＰＰ／ＰＦＩ）等をはじめ

とした「施設のあり方」を検討することによりメンテナンスコスト削減を進める。 

 

６ 対策費用 

約２億円／年（平成２９年度～令和元年度の修繕費の平均） 
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